
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五所川原高校 
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自身の well-being を目指した「３５分の２２」 

昨年度の学年通信１号では「３５分の３４」でスタートしましたが、今年度は「２２」からのスタートです。部

活動の視点で見ると、３年次の県高校総体は６月にありますから分母は２６、そして残りは１３となります。この

数字が皆さんにとってどのような意味を持つのか。または、どのような意味を持たせるのか。２学年をスターさ

せるにあたり少し立ち止まって考えてみてください。 

この学年の高校生活の目標は「well-being」です。各自がより良い人生を送って欲しいという願いを込

めています。受け止め方は皆さん一人一人にお任せしますが、より良い人生を考えるときは「短期的・中期

的・長期的」な視点で考えてみてください。短期的（今の）生活が充実していて、その繰り返しによって中・長

期的な目標が達成できるのであれば（この仕組みを編み出せたら）最高なのですが、中・長期的に明確な

目標があるのであれば、そこから逆算して自己投資する（ちょっと苦しい）期間も必要になります。 



 

今年度の２学年のメンバーです。 
一年間よろしくお願いいたします。 

 

学 年 主 任 下 山 達 彦 【保体・陸上競技部、立佞武多同好会】 

２１HR 担 任 山 下 可名子 【英語・音楽部】 

２２HR 担 任 秋 田 奈 月 【国語・吹奏楽部】 

２３HR 担 任 片 山 卓 思 【理科・卓球部、立佞武多同好会】 

２４HR 担 任 三 上 綾 子 【理科・競技かるた部、国際理解研究同好会、立佞武多同好会】 

２５HR 担 任 野 口 明 敏 【数学・空手部】 

２１HR 副担任 北 山 瑞 暉 【地歴・剣道部、立佞武多同好会】 

２２HR 副担任 成 田   理 【数学・弓道部】 

２３HR 副担任 松 橋 小百合 【地歴・空手部】 

２４HR 副担任 岩 渕 融 義 【保体・水泳部、立佞武多同好会】 

２５HR 副担任 岡 本 礁 子 【英語・弓道部】 

学 年 所 属 

竹 浪 廣 美 【国語・弓道部】 

今     譲 【理科・バドミントン部】 

大 川 智 紀 【情報・放送】 

安 田   均 【実習講師・卓球部】 


